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～ 徳島から発信する、農業の未来 ～

JA徳島県
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「阿波の狸まつり」で
 青果と米の消費宣伝
「阿波の狸まつり」で
 青果と米の消費宣伝

　海部地区女性部フレッシュミズ部会「かいふフレッシュミズ95％」とJA徳島女性協フレッシュミズ部
会の戸来陽子会長は10月26日、名西郡神山町の「神山マルシェ」に出店しました。今年４月の９JA合併
後、県南の海部支部と戸来会長の名西支部で地域を越えた、フレッシュミズ部会の交流ができました。
「かいふフレッシュミズ95％」は、海部郡海陽町から片道100㎞の道のりをはるばる訪れました。有名な
「きゅうりタウン」で栽培した特産きゅうりを使った加工品「きゅうりジャム」の消費宣伝に力を入れまし
た。来場した子どもたちは「きゅうりジャム」の珍しさに興味津々で、試食を楽しんでいました。
　戸来会長は、神山特産の梅と海部特産のきゅうりを使った「梅白あん」と「きゅうり白あん」の小判焼きを
焼きました。梅色ときゅうり色の小判焼きが幅広い世代から好評を得ました。しめ縄等のワークショップも
開き、参加者が見事なしめ縄を完成させました。また、戸来会長が郷土食の伝承活動のために加入している
神山町下分生活改善グループのよもぎだんごも販売しました。

農業を 

元気に！

当JAは11月２、３日の２日間、徳島市の藍場浜公園で開催された
「阿波の狸まつり」に出店して青果と米を販売し、消費宣伝活動に力
を入れました。４月の合併後、当JAと管内の農産物の知名度を高め
るため、青空に農産物を描いた鮮やかな法被とのぼりを制作し、「農
業を元気に！」と力強いメッセージを印字し、イベントに臨みました。
　２日はあいにくの大雨でしたが、３日は快晴で、多くの来場者が訪
れました。新鮮なチンゲンサイや小松菜などの葉物、シイタケ、ミニ
トマト、ナス、ミカンと、13品目の野菜や果樹、米を特価販売し、
消費者から「安くて嬉しい」と好評で、早々に完売しました。
当JA本店の岸下参事は「JA徳島県は、管内に様々な農産物があり、

産地等を直接ＰＲできた。これからもおいしい
農産物を提供できるように農業を元気にしてい
きたい」と意欲を燃やしています。
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小判焼き

開き、参加者
神山町下分

　

謹
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お
祝
い
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し
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す
。

　

組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
方
に
は
、
ご
家
族
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揃
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で
輝
け
る
新
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の
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門
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お
迎
え
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お
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び
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当
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Ａ
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さ
て
、
現
在
の
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界
経
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コ
ロ
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済
活
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化
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ウ
ク
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迷
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安
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イ
ン
フ
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加
速
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抑
制
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目
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ん
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よ
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景
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迷
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急
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為
替
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極
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。
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Ｊ
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を
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あ
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生
産
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な
ど
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よ
り
生
産
コ
ス
ト
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増
加
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一
途
を
た
ど
り
、
早
急
な
農
畜
産
物
販
売
価
格
へ
の
価

格
転
嫁
が
至
上
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題
と
な
っ
て
お
り
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す
。
Ｊ
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グ
ル
ー

プ
の
総
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を
結
集
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、
販
売
力
強
化
や
生
産
資
材
コ
ス

ト
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低
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に
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け
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全
力
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取
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す
。
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憲
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あ
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食
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保
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忘
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な
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ま
せ
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食
料
自
給
率
を
上

げ
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あ

る
農
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な

い
か
と
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え
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す
。

　

一
方
、県
内
の
農
業
で
は
春
に
ん
じ
ん
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

等
の
販
売
環
境
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好
で
あ
り
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産
物
販
売
に
は
明
る

い
兆
し
も
あ
り
ま
し
た
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年
で
は
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見
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メ

価
格
の
高
騰
に
つ
い
て
も
、適
正
な
価
格
形
成
こ
そ
、日
本

農
業
の
持
続
的
な
発
展
や
食
料
安
全
保
障
に
も
つ
な
が

り
、
消
費
者
の
皆
さ
ま
の
理
解
醸
成
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
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県
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様
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合
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ス
ケ
ー
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リ
ッ
ト
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
基
幹
品

目
の
「
春
に
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じ
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レ
タ
ス
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ッ
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リ
ー
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始
め
、
地
域
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産
品
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ゆ
ず
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ら
っ
き
ょ
う
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等
、
既
存
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
目
の
生
産
維
持
拡
大
を

図
り
、
ま
た
「
な
す
」「
す
だ
ち
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な
ど
の
周
年
供
給

体
制
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確
立
し
、
ロ
ッ
ト
拡
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に
よ
り
計
画
・
安
定
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荷
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り
組
み
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進
め
て
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い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
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勢
の
も
と
、
当
組
合
で
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不
祥
事
の
発

生
を
踏
ま
え
た
再
発
防
止
策
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底
に
取
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組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
様
か

ら
の
信
頼
回
復
に
向
け
て
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
時
代
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、

Ｊ
Ａ
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
再
認
識
し
、「
組
合
員
の
、

組
合
員
に
よ
る
、
組
合
員
の
た
め
の
Ｊ
Ａ
」
の
協
同
組

合
の
精
神
を
志
と
し
て
事
業
に
邁
進
し
て
ま
い
る
所
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で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

重
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族
ご
一
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健
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と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。



フランスの消費者からも大人気♪

バナナのたたき売り！ナナのたたき売り！

抽選会の様子

「木頭ゆず」フランスで消費宣伝

福井さん夫妻  農福連携を目指して
吉野川市山川町の福井秀伯さん（45）、真理さん（43）夫妻は、農福連携を目指して新規就農し、４年目
となります。就農するまで秀伯さんは自営で鉄工所、真理さんは生保営業マンとして活躍していました。
真理さんの両親が兼業農家のため、土地を引き継ぎ、長女に障害があることから、将来は障害を持つ
人々の就労場所にしていきたいと大きな目標を掲げ、就農を決意しました。夫妻は経営も一から学び、
近年の気温高にも負けず、熱心に農作業に汗を流しています。半年前には次男が独自で新規就農したほ
か、２年前には真理さんの姉も新規就農するなど、周囲に就農の輪を広げ、地域農業を活性化しています。
　年間でブロッコリー3.1ha、白ネギ70ａを栽培し、赤ネギ５ａを試験栽培しています。就農１年
目は栽培に苦戦し、周囲の若手農家に様々なことを教わり、試行錯誤を繰り返しました。２年目か
らは栽培が順調にできるようになり、高品質なブロッコリーの栽培に喜びを実感しました。定植か
ら２カ月で収穫できるブロッコリーとは対照的に、白ネギ
は除草作業に苦労しながら種まきから収穫までに約１年か
かり、労力がいります。白ネギと赤ネギは、同市のブラン
ド認定を取り、知名度向上に取り組んでいます。白ネギは
「阿波高越ネギ」、赤ネギは「阿波の紅恋葱」というブラン
ド名です。県内に４台ほどしかないという、ネギ収穫機を
導入しており、作業効率の向上に繋げています。
　夫妻は「農業で人の雇用が生まれるよう地域活性化し、社会
貢献していきたい。しっかりと稼げる農家になり、若者に農
家が儲かる仕事だと、伝えていきたい。障害を持つ人々がバ
スで送迎を受けて家から作業所に通っていることが多いため、
将来は障害者就労施設を建設し、施設で生活しながら農作業
ができるよう、自立支援していきたい」と展望を語りました。

担い手紹介
ひでのり

こうつ べにこいねぎ

当JAや那賀町等で構成する木頭ゆず振興協議会は10月19日から23日
まで、フランス・パリ郊外で開催された食品見本市「ＳＩＡＬ  Ｐａｒiｓ 2024」
で特産「木頭ゆず」の消費宣伝をしました。582㎡の大規模ホールで、欧
州地域への販路拡大と知名度向上を目指し、当JA木頭事業所の井岡所長、
生産者の石原マミさん、西岡稔高さんが参加しました。
「ＳＩＡＬ  Ｐａｒiｓ 2024」は、欧州最大級の国際総合食品見本市で、多く
のバイヤーと商談できる機会があり、欧州市場のみならず、海外市場へ
の新規参入や販路拡大へ期待が高まります。
「木頭ゆず」はフランスとドイツへ出荷して11年目となります。風土
や伝統が育んだ特色ある地域産品を保護する地域ブランドの証として、
農水省より地理的表示保護制度（ＧＩ）認定を受けています。青果と100％
果汁を展示し、果汁の試飲や青果の皮を切って香りを楽しむコー
ナーを設け、欧州各国の消費者やバイヤーから爽やかな香りと味が
高評価を得ました。
　井岡所長は「人気があり、手応えを感じた。今後も出荷量を増やし、
より多くの国の人たちに知ってもらいたい」と期待を込めました。
　石原さんは「フランスでとても人気があり、嬉しい反面びっくりも
した。レストランのシェフの方たちにはフランスでの入手方法など
を聞かれた。これからもっと世界中の人たちに『木頭ゆず』を知って
もらい、販路拡大に貢献していきたい」と笑顔を見せていました。

　JAグリーンアグリ板野、どなりマルシェの２店舗で11月16日、
17日の２日間「JAグリーン創業祭」を開きました。毎年恒例の
大型イベントで、今年も多くの来店客で賑わいました。当日はあい
にくの天気でしたが、開店前からお客様の行列ができていました。
　青年部による焼き芋、創業祭恒例のバナナのたたき売り、フード
トラック、軽油のガソリン5円引き、ガラガラ抽選会など、様々
なイベントを開きました。店内では、旬を迎えた青果物や季節の
花、加工品、農業資材などを感謝価格で販売しました。
　来年も開催予定ですので、皆様のご来店お待ちしております！

　みよし営農経済センターは11月17日、センターに隣接する直売所「みよしふれあい産直市」で大収穫祭を
開きました。毎年産直への出荷者団体と協力して行う恒例行事で、今年も多くの来場者で賑わいました。
　物価高騰への家計応援をテーマに、新米すくい、野菜・いりこ詰め放題を実施し、人気でした。出荷者団体

「さざんかの里」によるお好み焼きと焼きそばも好評で、
早々に完売しました。また、三加茂女性部によるス
コップ三味線やダンスの披露もあり、会場が盛り上が
りました。子どもを対象とした防災クイズ大会では、
参加者全員にアイスクリームのプレゼントがあり、大
喜びでした。最後に「福投げ」と題した紅白餅投げと菓
子投げをし、子どもから大人まで楽しんでいました。
　ふれあい産直市運営協議会の近藤吉正会長は「日頃
から多くのお客さまにご利用いただき、恒例の大収穫
祭にも多くのお客さまにお越しいただけたことにとて
も感謝している。これからも新鮮な野菜を生産・出荷
できるよう努力していきたい」と期待を込めました。

お客さん多いね～

ご来店ありがとうございました！

アグリ板野
「あぐぴょん」 どなりマルシェ

「どなまる」

JAグリーンの
キャラクター



たくさんの方がご来場されました！した！/
たくさ/

橋本組合長挨拶

（株）アグリサポート上板

アンパンマンたち
と握手！握手！/

アンパ/
　10月13日（日）、子どもたちに交通ルールやマナーを身につけてもらおうと、JA共済連徳島とJA徳島
県は藍住町総合文化ホールで「JA共済アンパンマン交通安全キャラバン」を開催しました。
　ステージ上で「それいけ！アンパンマン」の仲間たちが登場し、子どもたちの歓声が沸き起こりました。
　午前と午後の２回開かれたイベントには、親子188組725人が参加しました。アンパンマンたちと
一緒に歌や踊りを通じて、交通ルールやマナーを楽しく学びました。
　イベントの最後は、握手会も開かれ、子どもたちは満面の笑みで握手を求めました。
　参加した母親は「親子で一緒に楽しめた。子どもが交通ルールを学べるいい機会になった」と話しました。

徳島県総合防災訓練に参加

▲儀式を行うアグリサポート上板・横田社長 ▲起工式に参加する関係者(鳴門市大麻町板東)

　11月７日、鳴門市で開催された県主催の「徳島県総合防災訓練」に、本店金融部融資課の熊野
職員が参加しました。県やJAバンク徳島信連と協力し、災害時の農業関係融資の相談対応を
想定し、訓練しました。当JAは、美馬市木屋平、三好市池田町、那賀町に金融移動店舗車を
走らせ、山間地域での土砂崩れなどの災害を想定し、金融サービスを提供できるよう、完備し
ています。
JAバンク徳島信連管理部の坂東課長は「お客

様から災害時に通帳や印鑑、キャッシュカード
がなくても入出金ができるのかとよく聞かれる
が、全国どこでも同じ対応ができるよう事務手
続きで定められている」と強調しました。
　熊野職員は「今年８月に南海トラフ地震臨時
情報が発表され、組織の中でも防災意識が醸成
されていると感じる。今回の経験を共有し、大
災害時には冷静に対応したい」と気を引き締め
ていました。

鳴門育苗センター新設工事 起工式
11月５日、鳴門市大麻町板東でJA徳島県の子会社（株）アグリサポート上板が新設する

育苗施設の起工式が執り行われました。JA徳島県の役員、（株）アグリサポート上板の役
員および全農とくしま、施工会社など関係者17名が出席しました。
　本育苗施設は、JA徳島県が発足したことに伴う管内の広域化に対応するため、農林中
央金庫のふるさと共創事業等の助成金を活用し、鳴門市大麻地区に新設されることとなり、
水稲苗やブロッコリーなどの野菜苗の供給を行う予定です。
　また、本育苗施設の新設に先立ち、JA徳島県および（株）アグリサポート上板は鳴門市
と包括連携協定を結んでおり、育苗施設を起点として、高齢者や障がい者の雇用・遊休農
地対策（水稲の裏作）など地域農業の課題解決にも取り組んでいきます。
　今後、緑化施設や育苗ハウスを整備し、令和７年３月に完成、令和７年４月からの稼働
を予定しています。
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商品は、徳島駅地下「ＫОＮＤО―ＳＹОＴＥＮ」他県内６カ所にて販売しており、牟岐茶が1,380円（税込）、
実生ゆず茶が500円（税込）です。お問い合わせは［牟岐経済センター］☎0884-72-0331まで。

れ ん こ ん 出 荷 順 調

 直売所「ひまわり農産市鴨島店」は11月13、
14日の２日間、吉野川市立鴨島第一中学校の
２年生の生徒４人の職場体験を受け入れました。
同店舗は、今年３月にリニューアルオープンし
たばかりで、地域から親しまれています。
　大島店長が店内を案内して仕事の説明をした
のち、生徒らはタマネギやジャガイモ、ゴボウ
などの野菜のラベル貼りや店頭への陳列のほか、
商品の補充を体験しました。
　生徒は「いつもお母さんと直売所に買い物に
来ており、野菜は身近で仕事は楽しいけど、働
く親の大変さがわかった」と話しました。
　大島店長は「職場体験を通じて、直売所や地
域の農産物へ興味を持ってもらいたい」と期待
を込めました。

島店鴨 店鴨島店島店鴨鴨　鴨島店店鴨島店島島店」」 験で職場体験体場体験で職場体で職場体験験」
「 ま 農産市
　鴨島店」で職場体験

　鳴門営農経済センターでは、れんこんの出荷が順調です。鳴門市大麻町で露地とハウスを
組み合わせ、重粘土質の圃場で「備中」、「ロータス」、「オオジロ」を周年栽培しています。
ハウス栽培は６月中旬から出荷が始まり、露地栽培は８月上旬から出荷が始まります。11月
８日は「イイハス」と読めることから「徳島県れんこんの日」として親しまれています。
　管内65戸の生産者は、れんこん掘機でれんこん畑の上土を20～30センチ除き、丁寧に熊
手で掘り、収穫しています。関西市場から「キメが細かく色白で高品質だ」と、高評価を得
ています。れんこんは先が見通せる縁起の良い作物として、年末需要に合わせて出荷し、お
せち料理などに用いられる人気商材です。

　2013年に新規就農でれんこん栽培を始め
た藤井優希さん（37）、夏実さん（37）夫妻は、
主に「ロータス」、時期により早生「オオジロ」
を3.8ha栽培しています。毎朝子どもたちが
起床する前の早朝５時半よりれんこんを洗う
作業を始め、朝食をすませて子どもたちを学校
へ送り出してから圃場でれんこんを手掘りで
収穫、出荷作業を繰り返し、１日約200㎏の
れんこんを収穫しています。夏場のハウスの
中での作業は50度を超えるため、大変な苦労
があります。れんこんの洗い場では、筒状の
専用のれんこん洗い機を使って洗っています。
　藤井さん夫妻は「シャキシャキもちもちなの
で、レンジでチンして塩マヨネーズで食べてみ
てほしい」とお薦めのレシピを紹介しました。

藤井さん夫妻

直売所



ドローン散布をする関係者

最優秀賞

優秀賞

優良賞

黒毛和牛の部

北谷昌也 さん
　　　　　　

（有）阿波キャトル

（株）ICO  

交雑牛の部 

ノースバレー（株）
　　　　　　

義岡ファーム（株）

立田牧場 

黒毛和牛の部 交雑牛

受賞された皆様おめでとうございます！

牛の部

ますす！/受賞さ/

すだちの園地でドローン試験散布

「 」

　ブランド酒米「阿波山田錦」は、阿波市阿波町の土質などの基準を満たす厳選した水田のみで
栽培しており、全国の純米酒にこだわる本格派の酒造会社に全農とくしまを通じて、県内では唯
一、日新酒類に出荷されています。
　2023年産の同酒米を使用して造られた大吟醸酒「瓢太閤」が国内で最も権威のある2024年度
全国新酒鑑評会において２年ぶりとなる金賞を受賞しました。

　日新酒類株式会社太閤酒造場（阿波市土成町）の
取締役製造部長・富山聡弘さんは「例年よりも吟醸
香はややおとなしめだが、華やかで、甘味と酸味の
バランスがとれた酒に仕上がった。今年も猛暑で生
産しにくい状況が続いていると思うが、金賞を獲得
したことで産地の農家の方の励みになれば嬉しい」
と栽培終盤を迎える産地への期待を語りました。

「瓢太閤大吟醸金賞受賞酒」は、同社の酒類販売所
他、県内の一部酒店にて数量限定で販売されています。
　ぜひ新年を「阿波山田錦」の日本酒で迎えていた
だけますよう、よろしくお願いいたします。

だいぎんじょうしゅ　ひさごたいこう

たいこうしゅぞうじょう

ひさごたいこうだいぎんじょう

神山営農経済センター

　神山営農経済センターは10月11日、中山間地域の
神山町のすだちの園地で、ドローンを活用した病害
虫の防除の試験散布を行いました。農家やJA関係
者らは、防除作業の軽労化に期待を寄せています。
　試験散布は、県農業支援センター、同町役場の協
力の下、実施しました。ドローンのオペレーターは、
高知県にある（株）入交アグリーンが担当し、６人の関
係者らが見守りました。
　同町の５カ所の園地約34ａを１日かけて巡回し、
果樹用のドローンを用い、１本１本丁寧に散布しました。
使用した農薬は、銅水和剤「ICボルドー66D」で中
世のフランスで誕生した歴史のある殺菌剤です。すだ
ちなどのかんきつ類に発生しやすい細菌性の病害「か
いよう病」の防除を目的に収穫後の葉に散布しました。
　散布した園地の農家は「通常であれば２時間はか
かる作業も30分でできるため、労力軽減につなげる
ことができる」と話しました。
　JAの森下営農指導員は「散布の効果を調査し、ド
ローン散布の実用性を検討していきたい」と今後に
向けて意気込みました。

こと
J

ロー
向け

使用したドローン

　脇町営農経済センター営農指導課は10月２日、美馬市の圃場で同市立岩倉小学校の５年生の
児童20人に稲刈り体験学習を開きました。同センターは20年以上この体験学習を続けています。
児童たちは、三宅課長から鎌の使い方を教わり、６月上旬に自分たちで田植えした「ヒノヒカリ」
の収穫に励みました。コンバインに収穫した稲を運び、実りの秋を楽しみました。児童たちは
学校でアイガモ農法についても勉強しており、稲刈り後には同課に「おいしい米作りへの情熱は」
などと質問をし、「農家さんとJAが一体となり、試行錯誤を繰り返して栽培技術向上に努めて
いる」と学び、充実した様子でした。
　三宅課長は「体験学習を通して農家の大変さを知り、お米を大切にし、農業への理解を深め
てもらいたい」と期待を込めました。

第62回 徳島県肉牛共励会第62回 徳島県肉牛共励会
　11月15日、大阪府で「令和６年度第62回徳島県
肉牛共励会」が開催されました。大阪市の中央卸売
市場南港市場で行われ、枝肉の品質を競いました。
　全30頭出品されJA徳島県管内より出品された肉
用牛は13頭で、最優秀賞に黒毛和牛の部で吉野川市
の北谷昌也さん、交雑牛の部で同市のノースバレー
（株）が受賞しました。

脇町営農経済センタータータ 岩倉小学校稲刈り体験学習

令和６年度

賞状を受け取る
ノースバレー（株）の
北谷隆策社長

北谷昌也さんが
出品した
受賞牛枝肉



いちご「さちのか」
出荷順調

　アグリあなん営農経済センターでは、10月28日か
らいちご「さちのか」の出荷が始まり、順調に続い
ています。早出し出荷している栽培歴40年のベテ
ラン農家、乾理悦さん（77）は、11月１日に33パック
（１パック250g）を出荷しました。乾さんは、高設
栽培により8000株15ａをハウスで栽培しており、
苗を夜冷庫に保管し、早出ししています。今年産は、
気温高で苗立てから苦戦し、８月下旬の定植時も夜
30度あり、栽培に苦労しました。
　乾さんは「今年も消費者の食卓に一番果のおいし
さを届けたい。いちごを味わって幸せな気持ちに
なってもらえたら」と期待を込めました。

　9月14日、北島町の生産者の圃場で板野郡地区
管内の小学生までの児童を対象に、サツマイモ「な
ると金時」の収穫体験を開きました。児童と保護者
ら21人が参加。収穫前にJAの営農指導員による勉
強会とクイズ大会を行い、楽しみながらサツマイモ
について学びました。
　圃場へ移動し、生産者やJAの営農指導員から説
明を受けながら、収穫だけでなく葉や茎の除去、マ
ルチのはぎ取りなど生産者が収穫前に行っている作
業も含めて体験しました。
　参加した児童は一生懸命に掘り進め、次々と大きく
育ったサツマイモを収穫していきました。体験終了後、
収穫したサツマイモを参加者にプレゼントしました。

　麻植西部支部女性部は10月８日、吉野川市で第３
回目となる、クラフトバッグ作り教室を開き、25人
が集まりました。麻植東部支部女性部の部員が講師
となり、交流を深めました。クラフトテープを編ん
でいく作業は非常に手間のかかる作業のため、部員
は９月下旬と10月初旬にも真剣に編みました。今回
は、一生懸命取っ手をつけて飾りのキーホルダーも
編んで作り、バッグにつけて完成させました。
　参加した部員は「丁寧に編んでいくので力が必要で
手が痛くなったが、オリジナルのクラフトバッグが作れ
たので、買い物に出掛けたい」と笑顔を見せていました。
　同女性部が製作したクラフトバッグは、直売所
「ひまわり農産市鴨島店」で販売するなどし、好評を
得ています。

北島町
小学生れんこん収穫見学

　麻
回
が集
とな
で

　吉野川営農経済セン
ターの青年部等で構成
する「吉野川市農業
後継者同志会」10月
15日、吉野川市山川
町の圃場で同市立山
瀬小学校の５年生26人
を対象に、ブロッコリー
とキャベツの定植体験を
開きました。同志会は、女性
農業者も４人所属しており、地元で生産するブロッ
コリーを知ってもらおうと、７年前からこの行事を
実施しています。
　児童たちは９月に種まきをし、生育したブロッコ
リー1400株と春キャベツ400株を植えました。手
植えのほか、ブロッコリーは定植機での定植を体験
し、満面の笑顔で一生懸命挑戦しました。今後は２
月に収穫し、直売所「ひまわり農産市川島店」で販
売体験をする予定です。
　児童は「手植えは難しかったけど、定植機は簡単
で良かった。暑い中、農家さんが栽培していること
が分かり、ありがたいと思った」と話しました。

親 子 芋 掘 り 大 会子 芋 掘 り 大 芋親 子 芋 掘 り 大 
アグリあなん女性部



スマイルカードをスマホケースに入れますと、スマホの電磁波でカードの磁気がレジで読めなく
なる事例が多発しています。スマイルカードは電子機器と接しないようにご留意ください。

・天生西会館　  阿波市阿波町西整理5-1     ☎0883-35-8220
・天生東会館　  阿波市阿波町野神73-1　　☎0883-35-8003
・天生八幡会館  阿波市市場町大野島字大石10  ☎0883-26-6263

・セレモニーホールはなみち  海部郡海陽町大里字松ノ本77  ☎0884-74-0875
・やすらぎホール脇町  美馬市脇町拝原40-209　  ☎0883-52-1166
・やすらぎホール美馬  美馬市美馬町中道北33-1   ☎090-8977-7195

・天生西会館　 阿波
・天生東会館　 阿波
・天生八幡会館 阿波

大里字松ノ本77 ☎0884-74-0875
拝原40-2099 ☎0883-52-1166
町中道北33-1  ☎090-8977-7195

ＪＡ徳島県葬祭場のご案内
海部郡
美馬市

阿波市

重要なお知らせ
スマ
なる

・セレモニ ホ ルはなみち 海
・やすらぎホール脇町 美
・やすらぎホール美馬 美

海部郡
美馬市

重要なお知らせ
購買店舗より

理　　事　　会

令和６年10月28日
協議事項
第１号議案　不祥事に対する役員の責任について
第２号議案　JA徳島県不祥事再発防止策の一部変更について
第３号議案　不祥事の概要（最終報）について
第４号議案　出資金の減口について
第５号議案　規程類の一部変更について
報告事項
⑴ 不祥事に関する第三者による当事者案件の調査結果について
⑵ JA徳島県不祥事未然防止策取組状況について
⑶ JA徳島県不祥事再発防止策取組状況について
⑷ 内部監査の指摘事項の状況等について
⑸ 組織的影響のある不備事項についての原因分析改善策について
⑹ 令和６年度第２四半期コンプライアンスプログラムの
　 取組状況について
⑺ 令和６年度第２四半期ヘルプライン運用実績の概要について
⑻ 令和６年度第２四半期事務ミス等の発生状況について
⑼ 令和６年度第２四半期相談苦情対応状況について
⑽ 令和６年度第２四半期反社会的勢力排除対応管理先対応
 　状況報告について
⑾ 余裕金運用に関する大口信用供与等について
⑿ 余裕金の運用状況及び運用計画について
⒀ 令和６年度上期　内部監査の結果について
⒁ 債権管理委員会の開催予定について
⒂ 令和６年９月末実績について
⒃ その他

令和６年11月29日
協議事項
第１号議案　上半期ディスクロージャー誌について
第２号議案　職員年末賞与の支給（案）について
報告事項
⑴ 事業概況（仮決算報告）について　
⑵ 令和６年度上半期組合員の加入及び脱退の状況について
⑶ JA徳島県不祥事未然防止策取組状況について
⑷ JA徳島県不祥事再発防止策取組状況について
⑸ 内部監査の指摘事項の状況等について
⑹ マネロンリスク管理にかかる取組状況について
⑺ 令和６年度上半期資産査定結果報告について
⑻ JA共済コンプライアンス点検結果および改善方針の
　 概要について
⑼ 令和６年10月末実績について
⑽ その他

※阿南地域以外のお客様は各営農経済センターへお問い合わせください。

農業用廃棄ビニールの回収について阿 南 地 域
日 時 令和７年２月４日（火） 午前9時～午前11時30分まで（時間厳守）

　アグリあなん営農経済センター（阿南市
桑野町上張15）では、各種無料相談を実
施していますので、ぜひご利用ください。
事前予約が必要ですので、下記の連絡先ま
でよろしくお願いいたします。

◆ 各種無料相談 ◆◆ 各種無料相談 ◆

事前予約先：アグリあなん営農経済センター
　　　　　　☎0884-26-1811【営業時間：月～金（祝日除く）８時半～17時】

税務相談
（９時～12時）

１月 22日

２月 19日

３月 12日

法律相談
（10時～12時）

１月 ７日

２月 ４日

３月 ４日

場 所 アグリあなん営農経済センター



　新年明けましておめでとうございます。昨年は取材で大変
お世話になり、誠にありがとうございました。本年も農業
に携わる人々の魅力を伝えていけるよう、広報活動に取り
組んで参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

…………… 
………………… 
…………… 

………………… 
……………… 

企画管理部秘書広報課
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